
の死亡するもの多く、止むを得 す 中 途か ら再び

「クローヴァ」を投與 したが、之に依て實験條件

は混露しした ものとは思はれな㍉%爾 群に於ける差
謹 幾

異 は專 ら 「ヘ スペ リン」 に飼1する もの と考 え られ
爆 。る

◎

ビタミンPは 血管中毒性紫斑病に有敏なるビタ

ミンとして記載されて以來、主として過敏症に封

し抑制的数果を種々實験され、町 口氏(3)④によれ
ま

ば、家兎のArthus現 象はピタミンセに依て抑制

され、人禮 「ツ」皮内反慮も抗原の適當濃度に於

ては、 ビタ ミンPを 加えた場合に柳勧されると云

ふ。されぱ、アレルギー・現象と解せられるKoch

氏現象が、ビタ ミンPに 依て抑鋼 されるや否やは

豫想出來ぬ事ではないが、本實験によつて、少 く

ともB.C.G.の 如き弱毒株によるKoch氏 現象は

和當抑制される事を認めた。
婁

聖 、5結 論

ビタ ミンPはB・C・G・ に よ るK・ch氏 現 象 に封

し抑 飼 的 作 用 を呈 す る。

摘筆 するに臨み御懇篤 な る御指 導 並 に御校閲 を賜っ

た坂 口名響敏授、沖中教授 、北本 助教授 に封 し満腱 の謝
曳

意 を 表 す る 。 さ
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結 核23審11。12合 併 號 中 下 記 の箇 所 牽訂 正 す る◎ 轍

(誤)(正 う

P・1左15行 生 とす る 一 一 主 とす る ・

P。3左27行 竣 死 並 に尖 一 竣 死 並 に炎

P,3右15行 純BiliruiUon液 よ り一一twBilirubiR液 よ り

にBeuill◎nで 腐 敗 菌BouiUO烈 にて麿 敗 菌

P.5左19行Tafre・ 一一1鮮 寧Jafl'e

P・5看10行 喀 震1個 のve質 を 一一 喀 疫1個 のre穣 を

P・5右11行2▽ 一 一Pt20c

鍵 、'
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